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EDAS開発の目的 : EDAS（Experimental Data 

Analysis Software）は，幅広いアプローチ（BA）

活動の一環として六ヶ所村に整備されるIFERC

事業のイーター遠隔実験センターのために開

発される実験データ解析ソフトウェアである．

EDASの目的は，実験参加者がデータ解析を遂

行するための基本的な環境を提供し，データ解

析ソフトウェアの信頼性と実用性を実証し，

ITER遠隔参加に向けた技術的なプラットホー

ムを確立することである．

EDASのソフトウェア構成: EDASは以下の3つ

のソフトウェアから構成される．

1. 統合データ解析・表示ソフトウェア eGis

eGisは，放電中の実験データ及びシミュレーシ

ョンの結果を表示する，統合グラフ描画ソフト

ウェアである．eGisは放電やシミュレーション

の時系列データだけでなく，平衡DBや分布DB

のデータを読み出し，各種の時系列データと併

せて表示することが可能である．また，ユーザ

ー独自のデータをプロットし，それらを実験DB，

平衡DB，分布DB等の各データとマージしてプ

ロットする機能も有する．

2. プラズマ平衡解析ソフトウェア eSurf

eSurfは，電磁気計測検出器の信号からポロイダ

ル断面上のプラズマ位置形状を同定し，MHD

平衡を計算するソフトウェアである．また，平

衡DB内のデータを読み出し，各MHD平衡デー

タや計測器視野等を可視化表示する機能を有

する．

3. 空間分布データ解析ソフトウェア eSlice

eSliceは，空間分布構造を有する各種実験デー

タ及びシミュレーションデータ等を磁気面量

として分布データに処理し，解析するソフトウ

ェアである．eSliceでマッピングされたデータ

は，解析処理された後に分布DBに保存するとと

もに，分布DBからデータを読み込み，再表示・

加工することができる．またeSliceは粒子軌道

追跡モンテカルロコードOFMC，MHD平衡と自

己無撞着なプラズマ電流分布解析コード

ACCOME，トカマクプラズマ予測解析コード

TOPICSの実行用分布データ作成が可能である．

ネットワーク構造: JT-60SAにおける実験デー

タ解析にEDASを利用した場合の、オンサイト

（那珂核融合研究所）及びオフサイト（六ヶ所

遠隔実験センター）でのネットワーク構造を図

１に示す．本ネットワークは，那珂サイトのデ

ータ解析サーバー（DASV）及びIFERCサイト

のRECルームにあるクライアントPCから構成

される．EDASはRCA（Remote Computer Access）

に基づく仮想デスクトップ等によるデータ解

析と同時にRDA（Remote Data Access）に基づ

くリモート側のPCを用いたデータ解析を可能

とする環境を提供する予定である．

開発スケジュール: EDASは2014年4月に開発を

開始し，現在RCA版の開発が進められている．

2016年4月からは，本RCA版を使用した テス

トを行う予定である．またRDA版は2016年4月

より開発を開始する．EDASは2016年度末の完

成を予定しており，その後行われる総合機能試

験により性能及び機能が精査される予定であ

る．

図１．実験データ解析のためのネットワーク構造
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